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立法㍍

流入量 放流量

　最大流入量：毎秒６９１立法㍍
（７月１４日８時１４分）

最大流入時放流量：毎秒２５６立法㍍
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計画高水位  9.25m

今回の大雨での観測最高水位  9.10m

ダムで河川の水量を調節しなかった場合の推定水位  9.55m

右岸側

（青地区）

左岸側

（上曽木地区）
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最大洪水調節量

放流量

耶馬渓ダムの洪水調節操作とその効果耶馬渓ダムの洪水調節操作とその効果（平成２４年７月１４日（平成２４年７月１４日 梅雨前線）梅雨前線）
～山国川～山国川 河川水位河川水位 約約４５ｃｍ４５ｃｍ低下～低下～

７月２日

約４５ｃｍの水位を低下

流
入
量
放
流
量
（
立
方
㍍
毎
秒
）

洪水調節
操作図

貯留量：約３１７万立方メートル
（ヤフードーム約２杯分）

下流へ流す水量を
最大毎秒４３４立方㍍低減

<約６割低減>

管理開始以降（２７年間）の洪水調節実績

流入量

放流量

調節量

今回

河川の水位状況（上曽木水位観測所）

上曽木水位観測所

耶馬溪ダム（所在地：中津市）

ダ
ム
よ
り
１
１
ｋ
ｍ
下
流

耶馬渓ダム位置図
やばけい

かみそぎ

なかつしやばけい

やま くにがわ

か み そ ぎ

かみそぎ

最大洪水調節量：
毎秒434立方
メートル

お お い た け ん な か つ し ほ ん や ば け い ち ょ う あ お ち く

※数値は速報値のため、今後変わる場合があります。

※下流の青地区では無堤部のため氾濫被害が発生しましたが、
ダムで貯留したことにより、約４５ｃｍの水位低下効果があったものと推測されます。

(m)

や ば け い

（１時間最大雨量53.0mm）

■■山国川水系耶馬渓ダムの上流域において、１時間雨量で５３．０山国川水系耶馬渓ダムの上流域において、１時間雨量で５３．０mmmmの雨量を観測し、最大流入量は毎秒約６９１立方の雨量を観測し、最大流入量は毎秒約６９１立方

メートルに達し、メートルに達し、ダムの管理開始以降４番目に多い量を記録ダムの管理開始以降４番目に多い量を記録※※しました（平成２４年７月１４日）。しました（平成２４年７月１４日）。
■今回の洪水調節操作において、操作規則どおりの適切な操作を行うことで■今回の洪水調節操作において、操作規則どおりの適切な操作を行うことで約３１７万立方メートル（福岡ヤフードーム約約３１７万立方メートル（福岡ヤフードーム約
２杯分）の水をダムに貯留２杯分）の水をダムに貯留しし下流の河川へ流す水量を最大で毎秒約４３４立方メートル（約６割）低減下流の河川へ流す水量を最大で毎秒約４３４立方メートル（約６割）低減しました。しました。

■この結果ダム下流の上曽木観測所地点（大分県中津市本耶馬渓町青地区）では■この結果ダム下流の上曽木観測所地点（大分県中津市本耶馬渓町青地区）では約４５ｃｍの水位を低下させる効果約４５ｃｍの水位を低下させる効果がが
あったものと推測されます。あったものと推測されます。

ダムで洪水調節操作を行わなかった場合の水位

上曽木観測所水位



５．１ｍ

ダムへ貯めた水量

ダムへの流れ込み

平常時 今回

平水時の状況（流入量毎秒約１立方㍍） 7月14日の状況（流入量毎秒約250立方㍍）9時30分頃

今回の操作中最高水位 166.24ｍ(7月14日10時00分頃）洪水操作前水位 161.11ｍ

山国川山国川 河川水位河川水位 約０．４５ｍ低下約０．４５ｍ低下
～耶馬渓ダムの洪水調節操作とその効果～～耶馬渓ダムの洪水調節操作とその効果～

最大流入量：毎秒約470立方㍍（7時50分頃）


